
2.28 協同・共生社会創造、連帯集会  
 

グローバル社会的経済協議会（GSEF）結成報告と  

連帯に向けての私たちの課題  
 
 
2008 年のアメリカ金融危機に端を発した危機が 2011 年のヨーロッパ財政危機へ、更に最

近のアジア及び新興国経済の金融不安に繋がった。経済危機は所得の両極化（富者と貧者

の格差拡大）と社会的排除をもたらした。かような危機に直面して我々は“多元的な経済”

を模索する多様な動きに注目している。今、世界中で起こっている“社会的経済の運動”

が、両極化（富者と貧者の格差拡大）、社会的不平等と社会的排除、そして生態系の破壊と

いう諸問題を解決することができる新しい希望として浮上している。	
 

このような提起をうけて、社会的経済の国際的連携をめざしたネットワークが昨年 11月
ソウルにてグローバル社会的経済協議体（GSEF）として発足しました。社会的経済は、民
衆側の運動の陣地としての役割をはたし、国や営利事業に対して暴走をさせない力をつけ

ていくことが期待されています。私たちはこの GSEF の活動に連帯し、日本での協同・共
生社会創造をめざして、GSEFの報告会を開催いたします。奮ってご参加ください。 
 

日時：2015 年 2 月 28 日（土）第一部   午後 1時半～4時  

                                          第二部   午後 4時 10 分～5時半  

会場：協同会館アソシエ（大阪市東淀川区淡路 3丁目 6番 31 号）  

参加費：500 円（資料代）     
 
プログラム  

 
第一部   報告会   午後 1 時半～4 時     

ソウル宣言の会からの報告	
 	
 会代表	
 若森資朗（パルシステム生協連合会顧問） 
パネルディスカッション 
	
 パネリスト	
 武	
 建一（全日建関西地区生コン支部） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 津田直則（NPO法人共生型経済推進フォーラム） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 山田	
 實（NPO法人釜ヶ崎支援機構） 
	
 	
 	
 	
       冨田一幸（株式会社ナイス） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 相良孝雄（一般社団協同総合研究所） 

白杉滋朗（NPO法人共同連） 
石川雅可年（生活協同組合エス・コープ大阪） 

	
 コーディネーター	
 増田幸伸（近畿生コン関連協同組合連合会） 
第二部   交流会   午後４時 10 分～5 時 30 分        

ソウルでの GSEF発足と、連帯に向けての私たちの課題 
フリートーク 
 
主催	
 ソウル宣言の会（HP	
 http://www.seoulsengen.jp/） 
 
共催	
 近畿生コン関連協同組合連合会、全日建関西地区生コン支部、全港湾大阪支部、NPO
法人釜ヶ崎支援機構、（株）ナイス、NPO法人共同連、NPO法人共生型経済推進フォーラ
ム、一般社団法人中小企業組合総合研究所、一般社団法人協同総合研究所 
 
参加申し込み先	
  


